
○サステナビリティ委員会委員として

　企業の社会的責任に対する要求はますます多くなって
きています。リンテックでは、組織横断的な取り組みを通じ
てこれらに応えていく推進体制が構築できていると言えま
す。社外取締役として見るとレベルの高い活動は行われて
いますが、外部から見て分かりやすい体制になっているかと
いう点と、外部に適切に情報発信できているかという点で、
さらなる改善の余地があるのではと思います。当社グルー
プの事業は広範囲にわたっているため、各事業セグメント
の活動と推進体制の結びつきが見えにくいことも課題と言
えます。
　サステナビリティ委員会をはじめとした各委員会・分科会
の活動において、外部を意識した分かりやすい視座で見直
していく段階と感じています。

○各委員会・分科会の活動および実績に対して

　まず、サステナビリティ委員会の委員に就任以降の２年間
は、レギュレーションをきちんとクリアできているかという
視点で各委員会・分科会の活動、実績報告を見てきました。
それぞれ目標と施策を明確にしたうえで活動を推進してお
り、この点に問題はないと言えます。また、各委員会・分科会
で自発性を持ってメンバーを選任しており、活動に必要な
人材のスキルも把握できていると言えます。
　さらに評価できることとしては、社会貢献分科会において
地域社会に目を向けて各事業所などが活動していることが
挙げられます。採用や事業活動に対する支援にもつながる
ため、地域社会との関わりは重要であり継続すべき取り組
みです。
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　当社では2021年度に経営層を中心とする「サステナビリティ委員会」を組織し、サステナビリティ経営の推進を
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○今後の活動推進に向けて

　体制と活動が多岐にわたっていることも踏まえ、各委員
会・分科会の課題を洗い出し、一度立ち止まって全体を俯瞰
し体制や課題がMECE＊になるよう見直す時期ではないか
と考えます。各委員会で課題解決を図り、業務に落とし込ん
だ後には委員会や分科会を発展的に解消することや、新た
な課題に対応する組織を速やかに設置していくのが理想的
です。また、年１回程度サステナビリティ委員会で、体制面に
ついて討議する機会を設けることも必要ではないかと思い
ます。
　当社は業界のリーディングカンパニーです。長期ビジョン

「ＬＳＶ ２０３０」の実現やさらなるサステナビリティ経営の推
進のためには、定量化した開示情報を増やしていくなど、も
う一段上のレベルの委員会活動を目指していくフェーズに
入ったと言えます。

＊ MECE ： Mutually Exclusive and Collectively Exhaustive「モレなく、ダブりなく」という
意味や状態
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